
皆様の生活する上での不安や疑問を少しでも解消していただく
ための情報紙として、毎週お届けします。
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被災自治体News

【福島県内市町村別】

2鮫川村7大玉村28桑折町120須賀川市

2矢吹町8石川町33鏡石町125白河市

2天栄村9国見町35川俣町162伊達市

3平田村14磐梯町35田村市181二本松市

7,478合 計4古殿町17小野町37西郷村387新地町

1富岡町5玉川村18会津美里町47本宮市478会津若松市

1塙町5北塩原村22三春町62猪苗代町691郡山市

1柳津町6矢祭町23下郷町73南会津町785いわき市

1広野町7金山町25棚倉町74会津坂下町1,871福島市

2浅川町7只見町25西会津町110喜多方市1,927相馬市

人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村人 数市町村

19,527)(7/265熊本県18滋賀県59青森県572神奈川県

19,481合 計5高知県18大分県67愛知県612栃木県

13※海外6香川県18岐阜県93福井県643千葉県

-宮崎県8岡山県20広島県102静岡県845茨城県

-山口県8鳥取県25福岡県105岩手県895埼玉県

1鹿児島県9愛媛県29沖縄県115長野県1,044東京都

3徳島県10三重県38石川県127秋田県1,246新潟県

3奈良県11富山県43京都府135北海道1,469山形県

4佐賀県13長崎県48兵庫県142山梨県2,938宮城県

4和歌山県14島根県54大阪府366群馬県7,478福島県

人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県人 数都道府県

2012.8.2現在 （南相馬市HPより）【都道府県別】

※南相馬市外に避難している人数南相馬市民の避難状況

南相馬市からのお知らせ

※1週間ごとに変わります。
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被災自治体News

問い合わせ 経済部農林水産課振興係
ＴＥＬ： ０２４４－２４－５２６１

安全な米を求めて稲の試験栽培を行っています

東日本大震災の影響により、平成２４年産の米について作付の自粛をしております。
次年度に向けて、水稲への放射性物質汚染の影響とその要因を把握するために、ＪＡそ

うまと協力して市内の各地区で稲の試験栽培を行っております。
秋には、試験栽培をしている水田にも大きな穂が実って参ります。
今年度の試験栽培により水稲への放射性物質汚染の影響を精査し、次年度の作付に向

けての検証を行っていきます。
今後も市民の皆様のご協力とご理解をお願いいたします。

浪江町からのお知らせ

なみえの盆踊り開催のお知らせ
8月1日ＨＰ更新
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「浪江町の盆踊り」と「相馬流れ山踊り」を開催します。「浪江町の文化」である盆踊りや相
馬流れ山踊りに触れ、ふるさと浪江町の復興に向けて思いをひとつにしましょう。

また、当日は地域の方々、ご友人との再会の場になればと考えています。皆さまのご参
加をお待ちしております。

開催スケジュール
開催日時 開催場所
８月１１日（土） 東邦銀行二本松支店駐車場
18：30～20：30 （二本松市本町一丁目205）

８月１４日（火） 石神第二仮設住宅駐車場
18：00～ （本宮市糠沢字石神61）

８月１６日（木） 南矢野目仮設住宅駐車場
18：00～ （福島市南矢野目字中谷地33）

主 催 特定非営利活動法人まちづくりNPO新町なみえ

後 援 浪江町

問い合わせ 特定非営利活動法人まちづくりNPO新町なみえ
ＴＥＬ： ０８０－２８００－０６５３ （9時～16時）
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復興まちづくりシンポジウム開催のお知らせ
8月1日ＨＰ更新

浜通り×さんじょうライフvol.664

語りつくそう！浪江の復興を

～未来の教科書の1ページを次世代に、
浪江・福島・東北・日本の復興を！～

日 時 8月18日（土） 10時～12時

場 所 二本松市安達公民館 1階 （二本松市油井字濡石3-1）

パネリスト 福島大学名誉教授 鈴木 浩 氏
（浪江町復興計画策定委員長）
早稲田大学教授 佐藤 滋 氏
浪江町長 馬場 有
ほか4名

問い合わせ 特定非営利活動法人まちづくりNPO新町なみえ
ＴＥＬ： ０８０－２８００－０６５３

浪江音楽祭ｉｎ二本松開催
8月1日ＨＰ更新

きみに会いたい！
震災で離ればなれになってしまった浪江町民の皆さまが、盆踊りや音楽を通して活力や

笑顔を取り戻し、二本松市民の皆さまへ感謝を表現するため、浪江音楽祭を開催します。
原田直之さんが歌う盆踊りや二本松出身の遠藤ミチロウさんのライブなどを行います。

開催日 ８月１８日(土)・１９日(日)

開催場所 二本松市安達運動場仮設住宅集会所、安達体育館
（二本松市油井字長谷堂230）

駐車場 開催場所の安達運動場は、駐車場がほとんどありません。お越しの際は、
公共交通機関をご利用くださいますようお願いいたします。
なお、安達駅から会場までのシャトルバスを運行予定です。詳細な運行
時間・ルートについてはお問い合わせください。

主 催 浪江音楽祭実行委員会

共 催 浪江町

後 援 二本松市

協 力 プロジェクトFUKUSHIMA

問い合わせ 浪江音楽祭実行委員会 馬場
ＴＥＬ： ０９０－４３１８－５７８９
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福島県借上げ住宅【特例】制度の受付期間について
8月3日ＨＰ更新

福島県借上げ住宅特例措置の受付期間について、福島県より、９月入居可能物件（県
内の民間賃貸住宅）についても対象となる旨の連絡がありましたので、お知らせいたします。

なお、１０月以降の受け付けについては、現在、明確な結論が出ておりません。通知があ
りましたら改めてお知らせいたします。

また、住み替え（県内から県内、県外から県内への移動に限る）につきましては、特別な
事情がある場合に、一度に限り（世帯分離も含む）認められます。

詳しくは、お問い合わせください。

生活支援課 住宅支援係
ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３

問い合わせ
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桑折町、福島市内の仮設住宅の空間放射線量測定結果（８月１日測定）
8月2日ＨＰ更新
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0.060.070.080.070.070.07旧佐原小学校仮設住宅(中央)

0.100.100.110.090.100.11しのぶ台仮設住宅(中央)

0.320.350.390.320.350.34森合仮設住宅(集会所)

0.100.110.100.100.100.11南矢野目仮設住宅(南集会所)

0.110.110.120.110.120.10南矢野目仮設住宅(北集会所)

0.210.210.230.230.220.23笹谷東部仮設住宅(西集会所)

0.160.140.190.170.180.17笹谷東部仮設住宅(東集会所)

0.130.130.140.140.140.13北幹線第一仮設住宅(南集会所)

0.110.110.120.120.120.13北幹線第一仮設住宅(北集会所)

0.200.200.210.230.220.22宮代第一仮設住宅(集会所)

0.180.180.190.180.190.19宮代第二仮設住宅

0.140.140.190.160.140.15桑折駅前仮設住宅(第三集会所)

0.100.100.110.110.110.12桑折駅前仮設住宅(第二集会所)

0.100.100.110.100.110.10桑折駅前仮設住宅(第一集会所)

8/1
晴

6/20
晴

6/6
曇

5/23
晴

5/9
晴

4/25
晴測定地

（測定地:地上高H=1.0m 単位:μSv/h)

問い合わせ 災害対策課 放射線対策係
ＴＥＬ： ０２４３－６２－０１２３
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7月31日より、東京電力から「建物の修復費用等に係る賠償金ご請求のご案内」が発送さ
れています。

これは、7月24日に東電が発表した、新しい区域分けに係る損害賠償の基準により作成さ
れております。家屋の修繕費という名目ですが、実際は建物の損壊状況、および、修繕の
有無に関わらず請求する事が可能であり、実質的には財物賠償における仮払いの様な内
容となっております。

請求の際には以下の点にご注意ください。

１．「不動産登記情報」で確認できる個人のみに送付されております。
※今回の登記情報は東京電力が独自に取得したものであり、浪江町が提供したものでは

ありません。
２．今回請求する賠償金は、今後の財物賠償額から精算されます。
３．地震・津波被害家屋はその被害分が差し引かれる可能性があります。

具体的な賠償内容へのご質問につきましては、東京電力の原子力補償相談室にお問い
合わせ頂くようよろしくお願いいたします。

東京電力からの「建物の修復費用等に係る賠償金請求の案内」について
8月7日ＨＰ更新

問い合わせ 東京電力株式会社 福島原子力補償相談室(コールセンター)
フリーダイヤル ０１２０－９２６－４０４

双葉町からのお知らせ

応急仮設住宅等の環境放射線量率簡易測定結果について
8月1日ＨＰ更新

【測定日：平成24年7月27日（金）】

0.1980.2110.1670.187つくば市：つくば連絡所

0.0690.0650.0560.053いわき市：南台応急仮設住宅

0.0890.0990.0870.099猪苗代町：上川原応急仮設住宅

0.1780.1520.0960.086会津若松市：城前応急仮設住宅

0.3000.3190.1530.155白河市：郭内応急仮設住宅

0.9841.7640.3770.272郡山市：日和田応急仮設住宅

0.3660.3390.1350.154郡山市：喜久田応急仮設住宅

0.5260.5370.4180.430郡山市：富田応急仮設住宅

0.1470.1600.1280.146福島市：さくら応急仮設住宅

0.4640.6610.3020.286福島市：北幹線第二応急仮設住宅

地上1m
測定値

地上5cm
測定値

地上1m
測定値

地上5cm
測定値

敷地内高線量地点
簡易測定値（μSｖ/h）

各集会所提示板前
簡易測定値（μSｖ/h）

測定箇所
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みんなでまちづくりを

待望のロンドンオリンピックが開幕いたしました。自転車競技に出場する渡邉一

成選手の活躍を心からご期待申し上げ、町民の皆さまとともに、精一杯の声援を

送ります。

７月に開催された「福島復興再生協議会」において、国から復興再生基本方

針の最終案が提示されましが、「双葉郡が、いつ、どこで、どのように復興されるの

か」、明確にされておらず、双葉郡の復興・再生に特化した分科会の設置を強く

求めた次第であります。

また、原発事故を検証する国会事故調査委員会から提出された最終報告書

によると「事故は明らかに人災」と断定されました。また、規制官庁である原子力安

全・保安院が東京電力の「虜」となっており、原子力安全についての監視・監督

機能が崩壊していたことも報告されるなど、原子力発電所に対する東京電力並び

に国の危機管理が、地域住民の安全を無視した、いい加減なものであったことが

検証されました。

事故が人災と認定された今、私たち被災者は法的に救済されなければなりませ

ん。今後、双葉地方の自治体が一丸となり、国に対する働きかけを強化するととも

に、町民の皆さま一人ひとりの声が国に届くよう取り組んでまいります。

さて、行政を預かる町長としての使命は「町民の皆さまの生命と財産を守る」こと

に尽きます。放射線による健康被害は、これから何年先に発症するか分かりませ

ん。今後も国に対しては私たちの健康被害に対する明確な対応を求め、安全で

安心して生活できる環境を要求してまいります。また、内部被ばくが心配されること

から双葉町独自で町民の皆さまを対象とした内部被ばく検査を定期的に実施し、

長期にわたり町民の皆さまの健康管理に取り組んでまいります。

双葉町復興まちづくり計画の策定を目指して、若い人たちや有識者による復興

まちづくり委員会での議論がスタートしました。また、双葉町の復興再生を一日も早

く実現するため、町民参加型の復興計画策定会議として「７，０００人の復興会

議」を開催いたします。町民の皆さまのご意見、ご提言を積極的にお寄せくださいま

すようお願いします。

平成２４年８月１日

双葉町長 井戸川 克隆
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町長メッセージ
8月1日ＨＰ更新
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町民参加の復興まちづくり計画策定『７０００人の復興会議』
開催日程等のお知らせ 8月3日ＨＰ更新

双葉町が再生復興していくためには、一人ひとりの生活基盤が再建されなければなりま
せん。仕事、暮らし、教育、福祉、生きがい、etc・・・

それぞれの人の営みに必要不可欠なものを取り戻すために、その課題と解決策を共に
考え、町の再生復興を町民の意思と力で成し遂げていく。

そのために町民誰もが参加でき、復興まちづくり計画を策定する集いを『７０００人の復興
会議』と名付け、次のとおり会議を開催します。

今後の復興まちづくりに町民皆さまからのご意見をお寄せください。
町民皆さまのご参加をお願いします。
また、学生や若い世代の方の参加もお願いします。

■福島会場
[日時] 平成24年8月19日（日） 13時から17時頃まで
[場所] 福島県青少年会館 2階 大研修室 （福島市黒岩字田部屋53番5号）

■東京会場
[日時] 平成24年9月2日（日） 13時から17時頃まで
[場所] 東京23区内 ※会場未定

■新潟会場
[日時] 平成24年9月16日（日） 13時から17時頃まで
[場所] 新潟県内 ※会場未定

※ どの地域の会議にも、自由に何度でも参加いただけます。
※ 今回お知らせする以外にも順次会議を開催する予定です。詳細が決まり次第、お知ら

せいたします。

◆参加申し込み
会議当日の受け付けも行いますが、会場準備等人数把握のため、参加を確定される方

は、電話・FAX・メールにて事前申し込みをお願いします。
＊メールの方は「氏名」、「参加される会議日」、「お住まいの地域」、「ご職業」を記載の

上、下記メールアドレスまで送信ください。

みんなでまちづくりサポート本部
ＴＥＬ/ＦＡＸ： ０１２０－８０５－３４６
E-mail： ｉｎｆｏ＠ｍａｃｈｉｓｕｐｐｏｒｔ.ｊｐ

[事務担当]
双葉町埼玉支所 企画課 企画調整係
ＴＥＬ： ０４８０－７３－６８８０（代）

問い合わせ・申し込み

浜通り×さんじょうライフvol.668
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双葉町民の避難状況
8月2日ＨＰ更新
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町民の避難状況は次のとおりです。
【平成24年8月1日現在】

3,363人◆福島県外に避難されている

3,615人◆福島県内に避難されている方

人 数所 在

＊旧埼玉県立騎西高校・・・214人

【都道府県別避難状況】

1人

-人

3人

2人

17人

-人

-人

5人

6人

5人

12人

1人

人数

徳島県

山口県

広島県

岡山県

島根県

鳥取県

和歌山県

奈良県

兵庫県

大阪府

京都府

滋賀県

都道府県

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

-人

13人

33人

10人

16人

13人

9人

12人

27人

239人

220人

388人

人数

三重県

愛知県

静岡県

岐阜県

長野県

山梨県

福井県

石川県

富山県

新潟県

神奈川県

東京都

都道府県

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

6,957人計209人千葉県12

8人沖縄県471,174人埼玉県11

14人鹿児島県4654人群馬県10

-人宮崎県45160人栃木県9

8人大分県44371人茨城県8

5人熊本県433,615人福島県7

6人長崎県4258人山形県6

3人佐賀県4118人秋田県5

12人福岡県40161人宮城県4

-人高知県3912人岩手県3

4人愛媛県3816人青森県2

-人香川県3717人北海道1

人数都道府県人数都道府県

＊所在不明（情報有り）、海外：21人 ＊震災時に生活実態なし：3人
＊死亡・行方不明：159人（うち災害関連死亡者：80人、行方不明者：1人）

【福島県内市町村別避難状況】

5人

-人

4人

-人

34人

7人

21人

24人

-人

2人

37人

18人

-人

-人

-人

人数

平田村

玉川村

石川町

鮫川村

塙町

矢祭町

棚倉町

矢吹町

中島村

泉崎村

西郷村

会津美里町

昭和村

金山町

三島町

市町村

45

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

-人

-人

22人

40人

-人

-人

-人

15人

-人

-人

7人

3人

9人

5人

3人

人数

柳津町

湯川村

会津坂下町

猪苗代町

磐梯町

西会津町

北塩原村

南会津町

只見町

桧枝岐村

下郷町

天栄村

鏡石町

大玉村

川俣町

市町村

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

-人国見町15

6人桑折町14

56人本宮市13

19人伊達市12

134人南相馬市11

32人田村市10

3,615人計54人二本松市9

1人不明47人相馬市8

12人新地町5824人喜多方市7

1人川内村5352人須賀川市6

6人広野町50263人白河市5

6人小野町491,338人いわき市4

17人三春町48709人郡山市3

-人古殿町47117人会津若松市2

-人浅川町46465人福島市1

人数市町村人数市町村



被災自治体News

楢葉町等の警戒区域の見直しについて～原子力災害対策本部決定～

8月1日ＨＰ更新

政府原子力災害対策本部は7月31日、区域見直しの基本的考え方を踏まえ、楢葉町に
ついて８月１０日０時をもって、陸域の警戒区域を解除するとともに、避難指示区域を新た
に避難指示解除準備区域に見直すこと、また、楢葉町の東側、前面海域の警戒区域等を
解除することを決定しました。

楢葉町井出の全ての区域 大谷のうち、乙次郎を除く区域
上小塙の全ての区域
上繁岡の全ての区域
北田の全ての区域
下小塙の全ての区域
下繁岡の全ての区域
波倉の全ての区域
前原の全ての区域
山田岡のうち、大坂を除く区域
山田浜の全ての区域

避難指示解除準備区域

楢葉町 行政区見直し後の区域

（参考：新たな避難指示区域設定後の区域運用の整理）

■避難指示解除準備区域
・年間積算線量が２０ミリシーベルト以下の地域
・過交通や住民の一時帰宅、事業再開等が可能

（宿泊は禁止）

また、富岡町、大熊町、双葉町および浪江町の東側の海域について、８月１０日０時を
もって、警戒区域等を陸域から約５キロメートルの範囲に縮小することを決定しました。

町政懇談会を開催します
8月2日ＨＰ更新

大熊町町政懇談会を次の日程で開催します。今回の懇談会の中では、東京電力福島第
一原子力発電所事故に伴う賠償基準や避難区域の見直しなどの説明もあわせて行います。

今後の大熊町へのご意見などをお聞かせいただきたいので、皆さまのご参加をお願いい
たします。

■新潟会場
日 時 9月1日(土) 午後1時30分～午後3時30分
場 所 柏崎市産業文化会館 文化ホール

(新潟県柏崎市駅前2-2-45)
電 話 0257-24-7633  
駐車場 柏崎市産業文化会館、駅前ふれあい広場駐車場(有料)

問い合わせ
大熊町役場 会津若松出張所 企画調整課
ＴＥＬ： ０１２０－２６－３８４４

大熊町からのお知らせ

浜通り×さんじょうライフvol.6610
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東京電力からの「建物の修復費用等に係る賠償金請求の案内」について
8月3日ＨＰ更新

7月31日より、東京電力から「建物の修復費用等に係る賠償金ご請求のご案内」が発送さ
れています。

この請求書類は、建物修復などに必要と考えられるおおよその費用を算出し、その一部
を先行して支払うためのものですが、実際の修復の有無にかかわらず、全損と見なされ賠
償される大熊町内の建物も対象となります。

今回、請求書類が発送されている方は、原発事故発生時に大熊町内に建物を所有し、
かつ現在も本人名義で当該建物を所有していることが「不動産登記情報」で確認できる個
人です。

この賠償金はあくまで建物賠償の内払いであり賠償額の全てではありません。また、今回
支払われる金額は、今後の財物賠償額から精算されますのでご注意ください。

※「不動産登記情報」は、不動産取引等のため、法務局で申請することにより誰でも得ることができ
る情報で、今回の先行賠償のために東京電力が独自に取得したものであり、大熊町が提供したも
のではありません。

問い合わせ 東京電力株式会社 福島原子力補償相談室(コールセンター)
フリーダイヤル ０１２０－９２６－４０４

大熊町復興計画検討委員会を開催しました
8月2日ＨＰ更新

今年度第２回目となる大熊町復興計画検討委員会を7月19日、大熊町役場会津若松出
張所で開催しました。

会議では、５月に実施した町民アンケート調査の集計結果を報告し、この結果に対し各
委員が意見を交わしました。

また、秋までには、町民アンケート調査の結果を「第一次大熊町復興計画（素案）」へ反
映させ、復興計画の最終とりまとめを行うこととしました。

◎会議中の委員からのご意見等
・実際に自分でもアンケートを記入したが、家族の中でも意見が違うことがわかった。
・アンケートで大熊町に戻る、戻らないは正直迷った。除染をすれば本当に住めるのか判
断できない。

・早く復興の拠点（町外コミュニティ）をつくらなければ、町民がバラバラになってしまう。
・アンケートの回収率が高いと思った。
・自由意見の多さに驚いた。この意見を大事にしていかなければならない。
・避難者が今必要としているのは、小さな光でも先が見えるような具体的な政策である。
「いつまで」に「何ができる」を示してほしい。

・子どもたちがいないと大熊町の復興はない。今、いわき市にも多くの町民が避難してい
るので、いわき市にも町立小中学校の分校があればよい。

・早く賠償を決め、町民の生活基盤を確立しなければならない。

問い合わせ
大熊町役場 会津若松出張所 企画調整課
ＴＥＬ： ０１２０－２６－３８４４
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町内の放射線量
8月2日ＨＰ更新

富岡町からのお知らせ

富岡町が独自に実施した７月の町内空間放射線量の測定結果をお知らせします。
※単位は（μ㏜/ｈ）。ただし年間の積算量は（ｍ㏜）

１ｍSv（ミリシーベルト）＝１０００μSv(マイクロシーベルト））

【年間放射線積算量 算出方法（原子力安全委員会算出式）】
一日のうち屋外に８時間、屋内（遮へい効果（０．４倍）のある木造家屋）に１６時間滞在す

るという生活パターンを仮定した場合
今回の測定値×（８時間＋０．４×１６時間）×３６５日＝

年間放射線積算量（ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）

41.949.937.98夜の森駅18

35.648.826.78老人福祉センター17

22.605.634.30富岡養護学校16

17.454.543.32富岡合同庁舎西側15

5.781.121.10観陽亭前14

32.907.736.26富岡野球場13

35.279.126.71深谷消防屯所12

27.968.005.32町境（小良ヶ浜地区）11

41.579.667.91小良ヶ浜集会所10

58.3416.5011.10松の前待避所9

15.614.222.97夜ノ森公園8

34.699.826.60新夜ノ森集会所7

24.184.664.60富岡第二中学校東側道路6

31.068.395.91高津戸集会所5

15.083.592.87第二工業団地入口4

12.983.142.47杉内消防屯所3

13.403.402.55上千里消防屯所2

17.924.043.41下千里消防屯所1

年間積
算量１ｍ

地上
１㎝

地上
１ｍ

7月20日

測定場所No.

（夜の森地区Ａ）

24.605.684.68宝泉寺前18

37.639.927.16華の樹前17

32.019.056.09総合グラウンド東側駐車場16

30.648.395.83夜の森つつみ公園15

23.284.464.43舘山荘前14

16.984.453.23下千里ライスセンター前13

19.504.223.71上手岡児童館12

25.395.284.83富岡インター駐車場11

23.285.364.43東洋育成園前10

31.697.356.03リフレ富岡9

46.9914.108.94富岡自動車学校前8

47.4612.909.03みよし前交差点7

77.2622.2014.70太平洋ブリーディング前6

39.849.357.58赤坂神社前5

34.329.556.53深谷集会所4

26.077.344.96ＮＨK電波塔入口（浜街道）3

12.772.932.43双葉環境センター2

27.706.855.27小浜住宅団地内公園前1

年間積
算量１ｍ

地上
１㎝

地上
１ｍ

7月17日

測定場所No.

（夜の森地区Ｂ）

次ページへ続きます

浜通り×さんじょうライフvol.6612
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※単位は（μ㏜/ｈ）。ただし年間の積算量は（ｍ㏜）

8.942.341.70岩井戸消防屯所18

12.253.192.33栄町駐車場17

16.034.363.05中央児童館16

13.982.792.66富岡保育所15

3.890.930.74毛萱集会場14

4.840.820.92浄化センター13

13.404.122.55役場12

10.413.431.98清水消防屯所11

3.000.470.57富岡駅10

6.941.921.32原下消防屯所9

7.782.051.48太田集会所8

12.882.892.45上郡山集会所7

12.983.442.47赤木集会所6

15.514.582.95リベラルヒルズ入口5

20.084.543.82上本町集会所4

20.666.453.93上本町消防屯所3

27.238.085.18諏訪神社前2

32.809.786.24王塚集会所1

年間積
算量１ｍ

地上
１㎝

地上
１ｍ

7月20日

測定場所No.

（富岡地区Ａ）

16.454.253.13沼名子橋18

10.511.762.00成沢の滝入口17

11.042.492.10富岡工業団地16

7.571.601.44岩井戸鉱泉15

13.933.282.65上郡消防屯所14

15.934.733.03猪狩電気通信工業前13

14.092.982.68清水団地前12

14.824.162.82龍台寺前11

15.245.192.90福島銀行富岡支店前10

29.389.365.59今村病院前9

15.244.402.90ヨークベニマル富岡店前8

13.303.912.53福島富岡簡易裁判所前7

6.832.031.30サンライズイン富岡前6

4.420.930.84富岡漁港5

18.194.553.46大東銀行富岡支店前4

6.681.401.27なべや駐車場前3

7.672.191.46猪狩スタンド前2

8.301.721.58国道６号第二原発入口前1

年間積
算量１ｍ

地上
１㎝

地上
１ｍ

7月17日

測定場所No.

（富岡地区Ｂ）

川内村からのお知らせ

かわうち復興祭の一部内容の変更についてのお知らせです
8月3日ＨＰ更新

問い合わせ
富岡町役場（富岡町災害対策本部）
ＴＥＬ： ０１２０－３３－６４６６

８月１４日総合グラウンドで予定をしておりました、「野球交流試合」が、都合により１３日の
「夏季野球大会」と合同開催となりました。

日程の変更に伴って、ご迷惑をおかけしましたことをお詫びいたします。

問い合わせ 川内村役場 ＴＥＬ： ０２４０－３８－２１１１
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いわき市からのお知らせ

震災からの生活再建に関するセミナー・相談会を開催について
8月3日ＨＰ更新

震災で家屋被害等を受けた市民の方が生活再建に取り組むにあたり、各種支援制度等
の活用に関する助言や適切な再建プランの作成支援を行うため、専門家（ファイナンシャ
ル・プランナー）による無料のセミナー及び相談会を実施することとなりましたのでお知らせ
します。

対象者 震災で家屋被害等を受けて生活再建に関する支援が必要な市民の方

開催場所および日程等（今後継続的に開催する予定です。）
（1）セミナー（テーマ「震災からの生活再建と老後への備えについて」）

・8月25日（土） 13:30～15:30 小名浜市民会館
・8月29日（水） 13:30～15:30 勿来市民会館
・9月6日（木） 13:30～15:30 文化センター

（2）個別相談会
・9月12日（水） 勿来市民会館
・9月24日（月） 文化センター
・9月29日（土） 小名浜市民会館

※個別相談は、いずれの会場も10:00～、13:00～、15:00～を予定
（所要時間は約90分）。

※セミナー・相談会はいずれか片方のみの参加も可能。
※参加申込にあたって被害の程度は問いませんが、申し込みが多数となった場合には、

り災証明書の区分が全壊・大規模半壊の方を優先させていただきます。
※参加希望の方は申込書で復興支援室へファクスまたは郵送でお申し込みください。

（申込締切：8月15日（水）必着）

その他
チラシおよび申込書は、ホームページからダウンロードしていただけるほか、本庁1階案

内・支所・地区保健福祉センター・市民サービスセンター・窓口コーナーで配布します。

問い合わせ
行政経営部 行政経営課 復興支援室
ＴＥＬ： ０２４６－２２－１１９６
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まちなかものづくりワークショップ―ふるさとものづくり工房―を開催します
8月6日ＨＰ更新

福島県内の名工による技の実演、さまざまな匠によるものづくりを日替わりで体験できる
４日間です。

夏休みご家族のみなさんで、匠の技を体験しましょう。

開催期間
平成24年8月23日（木）～26日（日）の4日間
午前10時～午後7時（体験受付は午後6時まで） ※最終日は午後4時で体験終了

開催場所
中合福島店一番館 7階大催事場（福島市栄町5-1）
※無料駐車場、サービス券の対応はしていませんので、公共交通機関をご利用ください。

開催内容
詳細につきましては、ホームーページをご覧ください。
［入場料は無料、ただし体験料（材料費）がかかります］

[主催] まちなかものづくりワークショップ実行委員会
構成団体：

福島市名工会
福島県職業能力開発協会
福島県技能士会連合会
福島県名工会
中合
福島市

[後援] 福島民報社
福島民友新聞社
ＮＨＫ福島放送局
福島テレビ
福島中央テレビ
福島放送
テレビユー福島
ラジオ福島
ふくしまＦＭ
福島コミュニティ放送ＦＭポコ

問い合わせ

商業労政課 労政係
ＴＥＬ： ０２４－５２５－３７２０

福島市からのお知らせ
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東日本大震災に伴い「ミューカルがくと館」（開成山公園南東側）に開設している受付・相
談窓口およびサーベイメータ（放射線量測定器）・電子式積算線量計の貸出（返却）窓口を、
平成24年8月6日（月）から、下表のとおり変更しました。

郡山市からのお知らせ

東日本大震災に伴う相談窓口を変更します
7月31日ＨＰ更新

問い合わせ ■受付相談窓口に関すること
消防防災課 ＴＥＬ： ０２４－９２４－２１６１

■サーベイメータ・電子式積算線量計の貸出に関すること
貸出受付専用 ＴＥＬ： ０２４－９２４－００７１

■その他原子力災害に関すること
原子力災害対策直轄室 ＴＥＬ： ０２４－９２４－４７３１

貸出受付専用電話
024－924－0071

分庁舎１階
市民課待合ホール

原子力災害対策直轄室
サーベイメータ（放射線量測定
器）・電子式積算線量計の貸出
（返却）

024－924－2351本庁舎北1号棟1階下水道総務課

024－932－7641水道局1階水道局料金課
上・下水道

024－924－2371保健所4階開発建築指導課

024－924－2631本庁舎別棟2・3住宅課
住宅

024－923－3201本庁舎南棟1階介護保険課

024－924－2141分庁舎1階国民健康保険課

024－924－2081分庁舎2階市民税課

税金・保険料

024－924－2611本庁舎南棟社会福祉課義援金・生活再建

024－924－2161分庁舎5階消防防災課り災証明

電 話場 所担当課内 容
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被災自治体News

ホールボディカウンタによる内部被ばく検査の実施結果について
8月7日ＨＰ更新

平成２４年６月分の県が実施している内部被ばく検査については、下記のとおりで、全員、
健康に影響が及ぶ数値ではありませんでした。

検査は、18歳以下の子ども、妊婦を優先に検査を実施しています。
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福島県からのお知らせ

預託実効線量
1mSv未満 54,100人
1mSv 14人
2mSv 10人
3mSv 2人

検査結果

平成23年6月～平成24年6月 検査人数 54,126人

県（直営） 6,349人
日本原子力研究開発機構（委託） 1,957人
新潟県放射線検査室（委託） 126人

実施機関別

預託実効線量
1mSv未満 8,432人（全員）

検査結果

平成24年6月分 検査人数 8,432人

■８月の検査予定市町村は次のとおりです。
県 内 ： 福島市、二本松市、川俣町、郡山市、石川町、平田村、浅川町、白河市、

矢吹町、南相馬市、広野町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、
葛尾村、いわき市
（※実施対象地域や場所については、それぞれの市町村に照会願います。）

新潟県 ： 南相馬市から新潟県に避難されている方

問い合わせ 地域医療課 ＴＥＬ： ０２４－５２１－７２２１

024-924-7101郡山市

0243-33-1111本宮市

浪江町:男女共生センター内
（二本松市郭内一丁目196-1）

双葉町:旧騎西高校
（埼玉県加須市騎西598-1）

大熊町:会津若松市役所追手町第二庁舎内
（会津若松氏追手町2番41号）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

024-525-3793福島市

市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています

南相馬市 0244-24-5232

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0120-455-770

大熊町 0120-26-3844

富岡町 0120-33-6466

川内村 0240-38-2111

いわき市 0246-25-0500

被災自治体 問い合わせ先一覧

1南相馬市鹿島区

11南相馬市原町区

12郡山市

1本宮市

1福島市

市町村名 世帯数

南相馬市小高区 43

浪江町 9

双葉町 4

大熊町 2

富岡町 2

川内村 2

いわき市 1

三条市に避難している
世帯数( 2012.8.8現在）



8月1日大熊町ＨＰ掲載

日本年金機構では、順次、「国民年金保険料の納付可能期間延長のお知らせ」を送付し
ています。

国民年金制度は、20歳から60歳に到達するまでの40年の間に国民年金保険料を納めて
いただくことで満額の老齢基礎年金を受給することができます。

しかしながら、保険料を納められなかった期間がある場合や資格取得などの届出忘れに
より国民年金の資格期間がない場合には、将来の年金受給額が少なくなったり、年金その
ものが受給できなくなってしまうこと(保険料納付や免除等の合計が25年(300月)未満の場
合)があります。

このような事態を避けるために、昨年、法律が改正され、平成24年10月１日から、国民年
金保険料の納めることができる期間が過去2年から10年に延長となる後納制度が始まり
ます。

具体的には、平成14年10月分以降の納められなかった保険料を納めることができるよう
になります。(※後納保険料を納付できる期間は、平成24年10月から平成27年9月30日ま
での3年間です。)

ただし、既に老齢基礎年金の受給権をお持ちの方は、納めることができませんので、ご
注意願います。

後納保険料を納付するためには事前にお申し込みいただき審査させていただくことにな
ります。審査の結果、後納制度による納付をご利用いただけない場合があります。

詳しくは、「国民年金保険料専用ダイヤル」またはお近くの年金事務所へお問い合わせく
ださい。お問い合わせの際には、基礎年金番号がわかるものをご用意ください。

問い合わせ 国民年金保険料専用ダイヤル
ＴＥＬ： ０５７０－０１１－０５０

平年金事務所 ＴＥＬ： ０２４６－２３－５６１１（自動音声案内）
相馬年金事務所 ＴＥＬ： ０２４４－３６－５１７２ （自動音声案内）

または
各市町村役場まで

今週号のチラシ
「国民年金保険料の納め忘れがある皆様へ

年金額アップ・年金の受給資格を得られます」
をご覧ください。
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【 ニ・七の市×三条マルシェ 】

と き：８月１２日（日） ６：００～１２：００

ところ：中央市場（JR北三条駅徒歩約１分）

三条市元町（弥彦線高架下～中央市場～鍛冶道場前）

★シャトルバス

三条市役所第二庁舎前～鍛冶道場

６：００～１１：３０（１５分間隔）

三条市News

19浜通り×さんじょうライフvol.66

二・七の市（六斎市）とは、毎月末尾に２と７が付く日に、中央市場で開催されている朝

市のことです。

農産物や魚介類、乾物などの食料品を中心に、衣類や履物、生花などを取り揃え、生活を

支える市場として、市民に大変親しまれています。

この伝統ある市と三条マルシェが、月一回・日曜日に共同開催し、新たなにぎわいを作り

出しています。

８月のニ・七の市×三条マルシェは、『お盆市』。１２０以上もの店が立ち、旬の食材と

さまざまなお盆用品が並びます。マルシェからも、いつものおいしい＆楽しいお店に加え、

市や商店街からの情報発信など、にぎやかな催しでいっぱいです！

なお、当日は混雑が予想されるため、市役所から会場までシャトルバスが走ります。

ぜひ市役所駐車場をご利用ください。

にしちのいち

市の様子です。

マルシェでおなじみのお店が並びます！ ７月には「ガンバレ！GO徳！」ブース

が出現！ たくさんの方々の応援メッ

セージをいただきました。

８月もさまざまな情報発信ブースが出現します。

お楽しみに！

問い合わせ 三条市役所 地域経営課 ＴＥＬ： ０２５６－３４－５５１１ 内線 ７２６



交流ルームひばり通信
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８月3日（金）、三条夏まつりの市民民謡踊り流しに、避難者７人、協力して頂いた三条

市民の方８人で参加しました。

その前に、踊りの講習会が７月21日と28日の２回、１時間３０分ずつ開催され、三条音

頭と三条おけさを練習しました。

そして迎えた、本番当日。

会場にはマイクロバスで向かい、受け付けで三条市のハッピとプラカードを受け取りまし

た。受付会場では、國定市長と一緒に皆さんで記念写真を撮りました。

受付会場の近くで太鼓演奏があり、演奏終了後、市民民謡踊り流しの定位置に着き、踊り

が始まりました。ボランティアさんに作っていただいた手作りのプラカード「ありがとう三

条市の皆さん・絆」、とても目立っていたと思います。

最初は、恥ずかしい気持ちでいっぱいでしたが、市民民謡踊り流しに参加された大勢の

方々が、真剣に楽しそうに踊っているのを観ているうちに楽しくなって来ました。踊りが終

わった後、参加された皆さん「爽やかな笑顔に見えました。」

踊りを、指導してくださった先生方がたと握手をして、「また、来年ね」と言葉を交わし

福祉センターに帰って来ました。 （吉岡）

次ページへ続きます



交流ルームひばり通信
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交流ルームひばり通信
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発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256‐34‐5511

●8月2日（木）

福祉センターを１６時４０分に出発して観覧会場に着いたの

は１８時過ぎでした。観覧場所は、川岸に近くすごく良い場所

で建物の２階屋上です。

陽が沈むまでは暑かったですけども、風が少しあり気持ち良

かったです。花火が上がる前に皆で弁当を食べて、後は花火が

上がるのを待つばかり。

花火が上がると「わー綺麗！すごーい」と歓声があがってい

ました。

特に「フェニックス」という花火は、最高に良かったです。

参加した皆さんも大満足の様子でした。

●開設時間 ８：３０～１８：００ ●休館日 毎週木曜日

問い合わせ 交流ルーム ひばり （総合福祉センター内）

ＴＥＬ： ０２５６－３３－８６５０
E-mail： hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

●８月３日（金）

前日に花火を観覧した方から「すごかったよ」「感動したね」など様々なお話を聞いてい

ましたので、興奮を抑えながらバスへ乗車。約１時間で観覧会場に到着し、途切れる事なく

会場へ向って行く人たちの多さにビックリしながらスタートを迎えました。

花火が上がるたび、すご～いと歓声があがり拍手をされていました。迫力満点の花火に皆

さん満足されたようでした。

帰りのバスの中では、子供たちは疲れてしまったようで熟睡していました。

＊観覧に参加された皆さんお疲れ様でした。 ひばりスタッフ 一同


